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教育相談室より～相談員として思うこと～

「まてぃだ教室」での学び

 

種　類　　電　話　　来　所　　訪　問　　合　計
４　月　　　　１　　　　２　　　　０　　　　３
５　月　　　　３　　　　６　　　　５　　　１４
６　月　　　１０　　　４２　　　　８　　　６０
７　月　　　１３　　　２７　　　　４　　　４４
８　月　　　　４　　　　５　　　　３　　　１２
９　月　　　１２　　　２４　　　　４　　　４０
１０月　　　　８　　　２９　　　　８　　　４５
１１月　　　１１　　　１３　　　　７　　　３１
１２月　　　１１　　　１７　　　　１　　　２９
　１月　　　１２　　　１５　　　　２　　　２９
合　計　　　８５　　１８０　　　４２　　３０７

平成１９年度　相談状況　　（平成19 年 4月～ 20 年 1月）

　教育研究所に赴任してあっという間に２年の月日が流れまし
た。振り返ってみますと、これまでの教師生活とは違った様々
な学びと、多くの出会いが私を成長させてくれました。県内の
適応指導に関わる先生方との情報交換や研修会は、視野を広く
させて頂き、とても有意義でした。毎日の実践の中では、一人
一人の子どもを受け入れ、心のサインを見逃さずあきらめずに
支援していくことの大切さや、あたりまえのことがあたりまえ
にできることの重要性が、教育の原点であることを強く実感さ
せられました。また、様々な要因で学校に不適応を起こしてい
る子どもを、よりよい状態に導いていくための正しい情報連携
や、心でつなぐ行動連携は、人としての在り方や考え方を気づ
かせてくれました。さらに、音楽を取り入れた支援を試みたこ
とが子どもの心を明るくし、変容に向かわせたことに対し、改
めて「音楽の持つ力」に気づくこともできました。音楽教師と
して子どもたちから勇気をもらい前向きになれたような気がし
ます。　　　
　しかし、その反面、心が折れそうな日があったことも事実で
す。困難にぶつかった時、いつも研究所職員の励ましや支えが
私の心を奮い立たせてくれたことに、感謝の気持ちでいっぱい
です。
　この２年間、適応指導教室で様々なタイプの子どもたちと関
わったことにより、親の在り方や教師としての姿勢を改めて見
直し考えることができました。研修の機会を与え貴重な体験を
させて頂いた教育行政の皆様に感謝しています。
　教職２５年目を終えた今、新たな気持ちでスタートし、この
経験を糧として学校現場に生かし、子どもたちと共に成長して
いける教師でありたいと思います。

                                                   　　
　　　　　　　　指 導 教 諭    宮 国　 貴 子

「まてぃだ教室」に来る心因性不登校の子どもたちは一日の内
にコロコロと気分が変わります。元気に登室したかと思うと数
十分後には口を尖らせて拗ねたり、うつむいて無気力感を放っ
たり、三十分以上も黙ったまま座っている場合もありました。
もちろんその逆もあります。その原因は、私たちには何てこと
のない小さなことなのですが、彼らにとっては大きな壁に感じ
るようです。
  例えば、ある児童に卓球を勧めると笑顔で即答しましたが、
実際にはラケットを持つことすらしません。卓球をやってみた
い気持ちはあってもラケットを持つことも彼女にとっては初め
てなので緊張してしまうのでしょう。しばらくは、言葉を選び
ながら声をかけて様子を見守り続けます。そして数ヶ月後、彼
女がラケットを持って卓球に参加した時には心の中でガッツポ
ーズをしました。押しては逃げられ、順調かと思うと急に止ま
ってしまう一進一退の毎日です。けれども、こういった子ども
たちも成長する時期が来るのです。ラケットが持てた、自分か
ら挨拶ができた、やりたいことを言ってくれた、一人で教室に
入れた､こうした簡単にできそうな些細な出来事が成長してい
る大切な証しなのです。
  指導員を経験して、このような心因性の子どもたちに関わっ
たことで小さな成長にも目を向けることができるようになった
と思います。どんなことでも今までできなかったことができる
ようになると単純に喜べて、空振りでも気にせず、子どもが葛
藤している間も気長に待つことができるようになりました。こ
れは、どのような子どもに関わる場合であっても共通して欠か
せない大切な姿勢だと思います。「まてぃだ教室」で出会った
子どもたちに教えられた「先を急ぎすぎることなく、心に余裕
を持ち、粘り強く」を心に留めてこれから先、子どもの成長に
携わっていきたいです。

                           指　導　員    上 地　千 鶴

　近年、子どもたちを取り巻く環境の急激な変化が、
いじめ、不登校、暴力行為、非行といった問題行動等
にも影響を与えていて憂慮すべき状況にあります。宮
古島市においても、その様々な問題を抱える児童生
徒・教師・保護者が多数おり、そのニーズに応えるた
め、宮古島市教育相談室では相談者の意向を傾聴し、
問題解決に向けて、真摯な態度で向き合い「心のふれ
あい」を大切にしながら、常に「最善の利益」を目指
し、日々全力を尽くしております。
　本来、子どもたちは、その成長過程のなかで様々な
ことを学び社会的に自立していきますが、何らかのこ
とが原因で不登校や問題行動等を引き起こす子どもた
ちがいます。児童生徒・教師・保護者への支援活動を
行う過程のなかで改めて思うことは、教育の大切さで
す。教育とは、英語に訳すとeducationですが、その
語源は才能を引き出すこと、すなわち「教育」＝「才
能を引き出す」ということのようです。そのことを前
提に考えると、教育の一端を担う我々、相談員も、教
師や保護者とともに、悩み、考え、その子の持ってい

る潜在的能力を引き出し、規範意識の醸成・社会性の
涵養などを図りながら、才能を開花させていくことが
大切だと思います。
　「世界に一つだけの花」という歌の中に ♪～そう
さ僕らは 世界に一つだけの花 一人一人違う種を持つ 
その花を咲かせることだけに 一生懸命になればいい 
小さい花や大きい花 一つとして同じものはないから 
№１にならなくてもいい もともと特別なOnly One～
♪ という歌詞がありますが、次世代を担う子どもた
ちが自分に自信を
持ち、蕾のままに
終わらず誇らしげ
に花を咲かせるこ
とを願います。

                             

  教育相談員： 砂川和子・島尻君枝・前川尚代・久貝清順




